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市の人口

（昭和52年3月1日現在）
世帯数41，024世帯

前月比43世帯増

人□140，780人

男71，150人
女69．630人

前月比150人増

面積

67．29平方キロメートル

三
月
定
例
市
議
会
に

新
年
度
予
算
案
を
提
案

一
般
会
計
は
総
額
一
二
九
億
五
千
万
円

島田市長が昭和52年度の施政方針を説明

宇
治
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
三
月
二
日
か
ら
二
十
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
三
月
市
議
会
は
通
例
「
予

算
市
議
会
」
と
い
わ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
予
算
や
施
政
方
針
を
審
議
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
島
田
市

長
の
施
政
方
針
お
よ
び
新
年
度
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
に
つ
い
て
特
集
し
て
み
ま
し
た
。
（
2
・
3
面
に
関
遠
記
事
）

局
田
市
長
は
、
三
月
二
日
の
市
議
会

開
会
の
冒
頭
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
宇

治
市
政
の
運
営
と
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
方
針
を
説
明
。
つ
い
で
、
一
二
九
億

・
新
年
度
に
臨
み
ま
す
私
の
所
信
を

一

申
し
あ
げ
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

一
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
私
は
ヽ
市
長
に
就
任
し
た
当
初
に

一
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
故
渡
辺

一

市
長
の
遺
志
を
継
承
し
、
十
四
万
宇

ｙ
治
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
幸
せ
を
一

築
く
た
め
、
次
の
三
点
を
指
針
に
、

一

市
民
本
位
の
市
政
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
罵

・
ｅ
ｓ
法
を
暮
ら
し
の
中
に
生
か
し
。

市
民
生
活
を
守
る
市
政
を
推
進
す

る
・
平
和
と
民
主
主
義
を
し
っ
か

Ｓ
ｉ
と
守
り
、
住
民
自
身
が
自
分
だ

一
ち
の
春
ら
し
を
守
る
組
織
と
し
て

一
の
自
治
体
を
強
化
さ
せ
る
。

一
回
昂
昆
ｔ
食
帯
ａ
雍

一
管
6
・

』
8
府
市
協
調
の
行
政
を
推
進
す
兌
’

そ
し
て
、
こ
の
三
つ
の
指
針
を
基
一

本
に
し
、
次
の
五
つ
の
皿
点
施
策
を

一

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
ｍ
ａ
包
人
間
警
濡
ぎ
警

環
境
を
充
実
さ
せ
兌

7
市
民
の
健
康
を
守
り
、
福
祉
を
増

進
さ
せ
る
。

朗
暮
ら
し
の
周
辺
を
整
備
す
る
。

五
千
万
円
に
の
ぽ
る
新
年
度
予
算
案
り

大
綱
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
予
算
案
に
は
、
左
の
施
政
方
針

の
項
で
述
べ
て
い
る
五
つ
の
柱
を
。
輿
点

に
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
、
当
初
・
予
算
に
は
、
宇
治
市
が

向
こ
う
一
年
間
に
実
施
す
る
い
ろ
い
ろ

な
施
策
や
事
業
が
盛
り
こ
ま
れ
ま
す
が市議会本会議で施政方

針を説明する島田市長

今
回
は
、
苦
し
い
財
政
事
情
に
あ
る
こ

と
、
財
政
診
断
の
結
果
を
待
っ
て
措
置

す
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
点
を
考
慮
し
た

た
め
、
年
間
予
算
に
は
至
ら
ず
骨
格
的

た
め
に
は
、
自
治
体
運
営
の
責
任
者

と
し
て
、
当
面
は
、
現
在
の
制
度
の

も
と
で
自
主
的
な
財
政
再
建
の
方
途

を
み
い
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
財
政
再
建
団
体
へ
の
転

落
回
避
に
向
け
て
、
十
四
万
市
民
、

議
会
、
関
係
諸
団
体
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
に
全
力
を
投
入
し
、
き

ぴ
し
い
自
幸
再
建
の
這
を
歩
む
こ
と

昭和52年度予算案

前年度対比
伸び率

129億5，060万円。ｌ，0％）一般会計

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
六
月
の
補
正

予
算
で
さ
ら
に
肉
付
け
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
的
弱
者
を
中
心
と
す

る
福
祉
予
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
水
準
を
維
持
す
る
立
場
か
ら
年
間
予

算
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
こ
の
提
案
さ
れ
た
予

算
案
を
集
中
審
議
す
る
た
め
、
三
月
二

日
に
、
十
八
人
か
ら
な
る
予
算
特
別
委

す
。
そ
し
て
、
五
十
三
年
度
か
ら
は

計
画
的
に
赤
字
を
解
消
し
健
全
な
財

政
運
営
が
確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
再
建
計
画
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
六
月
を
め
ど
に
自
治
体
問
題
研

究
所
に
調
査
を
委
託
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
と
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
も
と
に
再
建
計
画
を
決
定
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

再
建
団
体
転
落
回
避
に
全
力
（
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
）

倒
伝
統
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
を

振
興
し
中
小
企
業
を
育
成
す
る
。

凶
同
和
行
政
を
推
進
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
財
政
、
と

り
わ
け
本
市
の
財
政
と
こ
れ
を
と
り

ま
く
諸
情
勢
に
は
、
き
わ
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全

な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

須
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
地
方
財
政
危

機
の
原
因
は
、
三
割
自
治
と
い
わ
れ

る
財
政
制
度
に
あ
り
、
ま
た
、
国
の

高
侭
琵
晟
長
政
策
の
破
た
ん
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
慢
性
的
か
つ
構
造
的

な
財
政
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
は

現
在
の
地
方
財
政
制
度
な
い
し
は
そ

の
政
策
を
根
本
的
に
転
換
さ
せ
る
運

助
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
が

急
務
で
す
。
し
か
し
、
自
治
権
の
放

棄
と
国
の
保
護
監
ｍ
意
味
す
る
財

政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
回
避
し
、

自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
住
民
福
祉
の

実
現
と
い
う
便
命
を
達
成
し
て
い
く

財
政
再
建
計
画

に
も
と
づ
い
て

を
基
本
に
、
今
後
一
段
と
事
務
事
業

の
洗
い
直
し
を
す
す
め
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
民
生

活
に
か
か
わ
る
具
体
的
施
策
に
つ
い

て
も
、
事
業
の
緊
急
度
や
優
先
順
位

を
厳
し
く
検
討
し
な
が
ら
、
財
源
の

配
分
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
支
出
を
抑
え
る
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
地
方

自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
住
民

福
祉
の
増
進
に
あ
る
と
い
う
点
を
考

え
ま
す
な
ら
ば
、
財
政
危
機
打
開
の

た
め
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨

特別会計

農業共済2，803万円（21．6匍

交通共済3，027万円（4．7莉

国民健康保険18億2，226万円（8．4匍

公共下水道2，178万円。Ｚ2．196）

宅地取得資金貸付285万円（。36．1匍

住宅改修資金貸付1，076万円。53．3％）

水道事業15億1，849万円（13．3匍

員
会
を
設
置
。
い
ま
、
慎
重
な
番
議
が

つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
算
は
、
市
民
崇
居
に
非
常
に
深
い

か
か
わ
り
あ
い
を
持
つ
大
切
な
も
の
で

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
内
容
を
よ

く
知
っ
て
、
み
ん
な
の
声
を
予
算
に
反

映
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
定
例
の
一
般
質
問
は
三
月
七

日
、
八
日
、
九
日
の
三
日
間
で
終
り
ま

し
た
が
、
い
ま
、
予
算
特
別
委
員
会
が

革
新
市
政
を

守
り
発
展

163億8，505万円（1．1匍総計

連
日
の
よ
う
に
開
か
れ
て
お
り
い
二
十

三
日
に
は
予
算
の
総
括
質
問
が
行
わ
れ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
あ
と
、
二
十
八
日
か

ら
三
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
本
会
議
が

開
か
れ
、
提
出
さ
’
れ
て
い
る
予
算
案
や

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
二
十

一
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
採
決
が

と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
自
治

意
識
を
高
揚

鯨信スプリンり1・サービス月間財産づくりのエース

＊●期間中10万円以上の定期預金（期間1年以上）を新規に

お預け入れのかたに安達瞳子「ガラス角鉢」をさしあげます

＊

期■たとえぱ10万円をお預け入Ｘ1の場合■。2

＾

15

日⇒3：31日ｍｗＩ。ｊ£＆｛ｆｅ＾Ａｊｉ。。
嫉厠廳＊） 護鏃 §廳瀕

｜か年 6．75％ 100，000円6．750円 106，750円

2か年 7．00％ 100，000円14，000円 114，000円

〈いずれもＲ扱いとして計算〉（利率は2月ＩＢ現在）

・東京都信用金庫
●お利息は預金の中で一番おとく、

あなたの財産づくりにぜひご利用

ください。

471

暮らしを守る市民本位の市政を推進

明
る
いま

ち
づ
く
り
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）
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当
初
は
骨
格
的
予
算
で

昨
年
度
比
一
％
の
減

昭
和
五
十
二
年
度
の
一
股
会
叶
の

予
算
総
額
は
三
九
億
五
、
〇
六
〇

万
円
で
、
昨
年
度
の
3
1
1
ｃ
＾
≫
と
く

ら
べ
て
一
ａ
｀
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
家
予
算
が
一
七
・
四
％
、
京
都
府

予
算
が
一
三
・
七
％
、
国
の
地
方
財

政
計
画
が
一
四
・
ニ
％
、
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
て
い
る
の
と
比
較
し
て
み
る

と
、
宇
治
巾
の
予
算
の
伸
ぴ
は
極
端

に
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
経
常
経
費
が
経
常
一
般

財
源
梁
上
ま
わ
っ
て
財
政
の
硬
直
化

が
一
層
進
ん
だ
こ
と
や
、
い
ま
行
っ

半
分
近
く
が

市
税
収
入

ま総額163億円。そのなかから市民生活に関係の深い

・こあらましをみてみましょう。

歳出¬

ま
し
ょ
う
。
。

歳
入
の
い
ち
ぱ
ん
大
き
な
部
分
を

占
め
る
市
税
収
入
は
、
六
二
億
五
千

万
円
（
四
八
・
Ξ
％
）
で
、
五
十
一

年
度
の
決
算
見
込
み
に
比
ベ
ー
〇
・

七
％
の
伸
ぴ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
地
方
財
政
叶
国
の
地
方
税
の

伸
ぴ
が
一
八
・
一
％
と
し
て
い
る
こ

と
に
比
べ
る
と
、
宇
治
市
は
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
宇
治
市
の
産
業
稗
造
か

ら
考
え
て
景
気
回
復
が
あ
ま
Ｓ
Ｓ
待

で
き
な
く
、
法
人
市
民
税
の
伸
ぴ
が

低
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
す
。

な
お
、
地
方
税
法
の
弛
止
が
今
国

会
に
上
提
さ
れ
て
お
り
、
可
決
さ
れ

れ
ば
、
市
税
条
例
の
改
正
も
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
税
収
入
に
つ
い
で
多
い
の
が
國

庫
支
出
金
の
ニ
二
億
八
一
四
万
円
（

一
七
・
一
％
）
、
地
方
交
付
税
一
六

億
五
、
〇
〇
〇
万
円
（
一
二
・
七
％

）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
数
料
を

引
き
上
げ

▽
私
立
幼
稚
園
の
就
園
奨
励
費
と
し

て
ニ
、
〇
五
四
万
円
。

▽
私
立
幼
稚
園
の
育
成
補
助
命
一
に

一
、
二
二
二
万
円
。

▽
伊
勢
田
小
・
三
室
戸
小
・
岡
犀
小

・
平
盛
小
・
大
開
小
・
木
幡
中
・

帛
宇
治
申
な
ど
の
学
校
Ｓ
殴
の
買

い
取
り
賢
お
よ
ぴ
貿
借
料
、
十
三

億
一
、
八
〇
二
万
円
。

▽
仮
称
酉
小
倉
第
三
小
学
校
右
収
称

北
宇
治
第
二
中
学
校
の
用
地
造
成

▽
木
幡
に
あ
る
内
職
セ
ン
タ
ー
運
営

禰
助
金
八
九
万
円
。

▽
中
学
・
高
校
の
卒
業
生
に
対
す
る

就
職
助
成
費
一
四
二
万
円
。

▽
ｗ
ｍ
と
し
て
一
九
二
万
円
。

▽
身
体
障
害
者
更
生
施
設
入
所
委
託

料
五
八
一
万
円
。

▽
身
体
障
害
者
へ
車
イ
ス
や
目
覚
時

計
、
片
手
し
ぽ
吟
梱
を
貸
与
ず
る

経
費
と
し
て
四
五
万
円
。

▽
身
体
障
害
者
福
祉
電
話
を
云
最

置
す
る
経
費
三
一
万
円
。

▽
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
（
二
人

）
の
設
置
費
二
五
二
万
円
。

▽
在
宅
重
度
障
害
者
に
対
す
る
福
祉

手
当
制
度
に
Ｉ
、
六
八
〇
万
円
。

▽
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
の
新
設
（
五
ケ

▽
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、
騒
音
な

ど
の
公
害
対
策
費
と
京
滋
パ
イ
＼

・
ｓ
Ｅ
！
一
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
ノ
ノ
〆
ｉ
・
Ｚ
ｒ
ｌ
ｉ
‐
ｓ
一

費
と
し
て
一
億
六
、
五
Ｏ
Ｏ
万
円

▽
学
校
医
へ
の
報
酬
や
、
児
童
生
徒

の
検
便
・
検
尿
の
手
数
料
と
し
て

四
、
四
八
九
万
円
。

▽
難
聴
学
級
児
の
禰
聴
器
購
入
費
七

九
万
円
。

▽
障
害
児
学
級
三
ク
ラ
ス
開
設
用
の

俯
品
購
入
費
と
し
て
一
四
八
万
円

▽
妥
保
護
、
準
保
護
家
庭
の
児
童
に

対
す
る
給
食
費
と
就
学
援
助
費
な

ど
と
し
て
Ｉ
、
七
一
八
万
円
。

庄
二
番
剖
）
に
一
五
二
万
円
。

▽
宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
他
十
二
施
’

設
へ
の
保
護
措
置
費
一
億
二
、
三

二
五
万
円
。

▽
老
人
福
祉
電
話
ぶ
干
台
設
置
す
る

経
費
二
一
八
万
円
。

▽
老
人
憩
の
部
屋
（
四
ヵ
所
新
設
）

の
運
営
経
費
一
三
一
万
円
。

▽
家
庭
児
童
相
談
室
の
諸
経
費
二
〇

八
万
円
。

▽
入
院
助
産
委
託
料
と
し
て
二
九
一

万
円
。

▽
児
童
手
当
と
し
て
一
億
四
、
六
八

〇
万
円
。

▽
公
・
私
立
保
育
所
の
運
営
費
と
し

て
四
億
五
、
七
九
〇
万
円
。

▽
民
間
保
育
所
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

▽
古
紙
回
収
事
業
費
五
〇
〇
万
円
。

▽
城
南
衛
生
管
理
組
合
分
担
金
五
億

▽
育
成
学
級
（
二
三
学
級
）
の
還
営

経
費
三
、
七
五
〇
万
円
。

▽
賛
嘆
学
校
通
学
パ
ス
の
待
合
所
新

殷
に
四
〇
万
円
。

▽
小
・
中
・
幼
稚
園
の
維
持
修
繕
や

環
境
按
備
に
三
、
一
二
八
万
円
。

▽
児
童
ふ
覆
の
急
増
対
策
費
と
教

材
備
品
瞬
入
費
と
し
て
五
、
三
九

五
万
円
。

の
社
会
福
祉
施
設
へ
の
金
融
対
策

費
八
、
七
〇
六
万
円
。

▽
恚
温
護
世
帯
へ
市
独
自
の
法
外

援
護
と
し
て
見
舞
金
四
三
九
万
円

▽
忠
潭
ｉ
扶
助
費
と
し
て
六
億

六
、
五
三
二
万
円
。

▽
予
防
接
種
や
庫
人
病
・
結
核
予
防

検
診
な
ど
に
四
、
六
六
八
万
円
。

▽
交
通
遺
児
対
策
費
と
し
て
三
六
万

円
。

▽
勤
労
者
住
宅
融
資
制
度
へ
の
預
託

金
一
啓
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
。

▽
医
療
問
題
こ
ん
談
会
の
設
置
費
六

万
円
。

▽
宇
治
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
補
助
金
一
〇
万
円
。

▽
橋
梁
改
良
工
事
費
四
九
〇
万
円
。

▽
河
川
の
慌
ｍ
ｍ
、
改
修
費
な
ど

造園土木・和洋庭園・設計施工
日本庭園・洋式庭園・くずれ石積・芝生・門柱・門扉

吹付工事・ブロック工事・茶庭・灯篭・街路樹・車庫

知事登録業者
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株
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市
政
だ
よ
り
の
「
広
告
」
を
募
集
中

472

く
ら
し
の
周
辺
整
備

市
民
の
健
康
を
守
り

福
祉
の
増
進

豊
か
な
人
間
教
育
を
め
ざ
し

教
育
環
境
の
充
実

市民生活を守る5つの柱

一
般
会
計

52年度予算のあらまし
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公債費現在高の推移予
測
さ
れ
る

厳
し
い
局
面

国
保
会
計

歳入年
々
増
え
る
公
債
費

教
育
債
が
七
割
を
占
め
る

な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
、
医
療
費
の
増

大
、
老
人
医
療
の
無
料
化
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
公
費
負
担
制
度
の
実
斑

な
ど
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
苦
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

歳
入
面
を
み
て
み
ま
す
と
オ
イ
ル

ジ
’
プ
ク
以
来
、
イ
ン
フ
レ
■
Ｕ
Ｋ
況

の
同
時
進
行
に
よ
っ
て
所
得
の
伸
ぴ

は
鈍
化
し
、
新
年
屁
も
ま
た
多
羅
な

年
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
一
般
会
叶
の

財
政
が
極
度
に
窮
迫
し
て
い
る
な
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
年
と
同
額
の

三
、
〇
〇
〇
万
円
を
国
保
会
計
へ
繰

り
出
し
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
。

な
お
、
さ
る
二
月
八
日
の
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
の
「
資
産
削
を

廃
止
し
、
負
担
の
公
平
化
を
は
か
る

」
と
い
う
答
申
を
尊
ｍ
し
て
、
四
月

か
ら
資
産
割
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

第
四
次
拡
張

計
画
を
続
行

水
道
会
計

歳
出
の
う
ち
、
一
七
庶
円
あ
ま
り
が
支
出
さ
れ
て

い
る
公
ｅ
≫
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
公
債

費
と
は
学
校
や
保
育
所
、
浚
陥
の
建
設
費
な
ど
に
充

て
ら
れ
る
市
債
（
借
合
の
返
済
金
を
い
い
ま
す
。

宇
治
市
の
公
債
費
は
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
毎
年
ふ

え
続
け
、
そ
の
現
在
高
は
五
十
一
年
度
末
の
見
込
み

で
一
三
八
億
円
に
も
這
し
て
い
ま
す
。

こ
の
公
價
費
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
学
校
用
地
の

取
得
な
ど
を
中
心
と
し
た
教
育
債
が
全
体
の
七
〇
％

以
上
ぷ
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
す
。

人
口
急
増
で
学
校
建
設
に
追
わ
れ
る
宇
治
市
で
は

こ
れ
ら
の
元
利
償
還
金
が
財
政
硬
直
化
の
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
義
務
教
育
施
設
な
ど
は
本
来

国
が
ｗ
ｘ
す
る
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
公
債
費
に
か
か
る
交
付
税
算
入
率
を
さ
ら

に
引
き
上
げ
る
よ
う
国
に
強
く
要
求
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
収
入
の
主

な
も
の
で
は
、
水
辺
料
金
収
入
が
七

億
五
、
四
四
九
万
円
、
手
数
料
や
工

事
収
益
な
ど
四
、
七
八
一
万
円
、
水

這
加
入
金
六
、
六
七
〇
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
支
出
面
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
牛
居
用
水
を
確
保
す
る
た

め
、
急
務
に
な
っ
て
い
る
宇
治
浄
水

場
の
増
設
工
事
と
漏
水
対
策
を
昨
年

に
引
き
続
き
輿
点
施
策
に
か
か
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
出
水
不
良
や
水
圧
低
下
地

区
の
解
消
と
赤
水
の
解
消
を
積
極
的

に
は
か
っ
て
い
く
た
め
、
一
部
配
水

管
の
取
り
替
え
な
ど
を
叶
画
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
第
四
次
拡
張
工
事
と
し
て

の
宇
治
浄
水
場
の
増
殷
工
事
は
三

月
末
で
全
体
の
四
〇
％
の
工
事
が

完
了
す
る
予
定
で
、
五
十
二
年
度

は
取
水
設
備
や
沈
澱
池
、
急
連
Ｆ

ｆ
8
機
、
管
理
本
館
な
ど
を
引
き
続

い
て
建
設
し
、
こ
と
し
九
月
か
ら

は
一
部
給
水
す
る
予
定
で
す
。

漏
水
対
策
と
し
て
は
、
有
収
率

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
水
資

源
を
合
理
的
に
利
用
す
る
た
め
、

年
間
を
通
じ
て
専
門
家
に
調
査
を

委
託
す
る
の
を
は
じ
め
、
漏
水
箇

所
の
早
期
復
旧
、
配
水
管
や
ｌ
ａ
水

器
の
早
期
取
り
換
え
な
ど
を
徹
底

し
て
行
い
、
さ
ら
に
配
水
管
な
ど

の
維
持
管
理
体
制
の
確
立
を
は
か

っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

行
う
経
費
と
し
て
Ｉ
、
九
五
二
万

円
。

▽
失
菓
対
策
事
業
と
し
て
八
、
九
二

三
万
円
。

▽
集
会
町
の
新
殷
と
し
て
四
九
五
万

円
。

▽
市
有
林
造
林
事
業
費
一
四
九
万
円

▽
火
葬
場
の
新
設
調
査
費
四
五
万

円
。

▽
火
葬
場
の
禰
修
な
ど
に
Ｉ
、
〇
〇

〇
万
円
。

▽
清
掃
問
題
こ
ん
頷
会
設
置
費
一
二

五
万
円
。

▽
税
の
減
額
対
象
農
地
以
外
の
市
街

化
区
域
内
優
良
農
地
に
対
す
る
農

業
奨
励
金
七
一
万
円
。
・

▽
農
業
近
代
化
資
金
や
零
細
農
経
営

改
善
資
命
一
な
ど
の
利
子
補
給
補
助

金
五
一
五
万
円
。

▽
全
国
、
お
よ
び
関
西
茶
品
評
会
へ

の
出
品
奨
励
金
七
七
万
円
。

▽
署
索
の
品
質
向
上
と
振
興
を
は

▽
市
営
住
宅
建
設
費
（
二
二
戸
）
三

億
五
八
〇
万
円
。

▽
防
火
水
そ
う
（
一
ヵ
所
）
の
設
置

費
二
五
〇
万
円
。

▽
市
役
所
連
絡
所
を
Ｉ
ヵ
所
ふ
や
し

叶
八
ヵ
所
に
す
る
た
め
の
経
費
二

八
万
円
。

▽
総
合
計
画
に
お
け
る
地
颯
診
断
書

や
地
区
整
備
計
画
、
ジ
ピ
ル
三
一

マ
ム
な
ど
の
作
成
費
七
二
万
円
。

円
。

▽
燃
え
な
い
ゴ
ミ
収
集
費
六
、
二
八

一
万
円
。

▽
バ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
（
二
台
）
、
小

型
収
集
車
（
一
台
）
の
購
入
費
七

九
〇
万
円
。

▽
逍
路
・
排
水
路
の
維
持
禰
修
や
街

路
灯
の
新
設
な
ど
七
、
七
六
四
万

円
。

▽
退
路
・
排
水
路
の
舗
装
新
殷
工
事

と
交
通
安
全
施
設
の
整
備
な
ど
に

二
億
六
、
三
三
〇
万
円
。

▽
私
道
舗
装
補
助
金
と
し
て
二
五
〇

万
円
。

か
る
た
め
の
禰
助
一
八
五
万
円
。

▽
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
禰
助
金

一
九
万
円
。

▽
主
要
な
農
業
用
排
水
路
の
保
全
な

ど
農
地
基
盤
の
整
備
に
六
三
八
万

円
。

▽
森
林
病
害
虫
防
除
と
公
共
施
設
の

緑
化
推
進
と
し
て
二
六
六
万
円
。

▽
宇
治
川
に
稚
魚
を
放
流
す
る
事
業

▽
各
種
教
育
調
座
運
営
費
三
四
〇
万

円
。

▽
児
童
・
生
徒
の
教
育
指
導
費
な
ど

二
三
二
万
円
。

▽
新
市
民
会
館
の
設
叶
委
託
費
や
建

設
準
備
協
議
会
費
と
し
て
二
、
〇

二
一
万
円
。

▽
渡
辺
博
前
市
長
の
ご
遺
族
か
ら
の

寄
付
を
な
ど
に
渡
辺
文
庫
設
殴
賢

と
し
て
一
三
一
万
円
。

四
、
一
一
Ｃ
Ｃ
万
氏
。
、

▽
国
鉄
宇
治
駅
前
広
場
の
整
備
一
粟

を
は
じ
め
と
す
る
都
市
叶
眼
街
路

事
菜
と
し
て
七
、
五
〇
〇
一
ｔ
Ｊ
Ｅ
Ｔ
”

▽
都
市
下
水
路
の
築
政
、
維
持
管
理

費
三
、
八
三
〇
万
円
。

▽
都
市
公
園
や
児
童
公
園
の
維
持
管

理
費
と
新
設
工
事
費
、
お
よ
ぴ
酉

宇
治
・
黄
聚
両
公
園
の
委
託
運
営

費
な
ど
二
、
四
四
七
万
円
。

▽
市
営
住
宅
（
四
五
三
戸
）
に
対
す

る
維
持
禰
修
費
一
、
一
〇
〇
万

円
。の

禰
助
金
六
〇
万
円
。

▽
宇
治
市
中
小
企
菜
低
利
融
資
制
艮

の
預
託
金
七
、
〇
〇
〇
万
門
。

▽
小
規
模
事
業
の
経
営
対
策
の
禰
助

金
と
し
て
一
六
〇
万
円
。

▽
仮
称
小
売
商
業
振
興
協
議
会
の
設

置
費
十
一
万
肖
。

▽
観
光
協
会
助
成
金
一
九
九
万
円
。

▽
中
・
小
企
業
融
資
保
証
料
の
補
給

と
し
て
一
二
八
万
円
。

▽
「
宇
治
市
卑
」
第
四
巻
・
五
巻
の

発
刊
費
な
ど
ニ
、
八
二
〇
一
’
角
。

▽
普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
一
台

）
と
防
火
水
そ
う
等
の
施
殷
整
備

費
一
、
（
）
六
（
）
万
円
。

る
場
合
は
そ
の
実
費
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
文
書
広
報
課
ま
で
。

宇治ＹＭＣＡ

宇治市広野町西裏43

四43－8975

国道24号線大久保交差北

（喫茶モーリスと十字屋の間）

たのもしい青少年を育てる7ｒ＾ＹＭＣＡ

申込受付中／

野外活動文化活動学習活動

（受付は月～土の10時～7時，

スプリング（春）キャンプ

（小学生）3／31－4／2城陽野外活動センター

（中学生）3／27－3／28ＹＭＣＡ宇治リトリートセンター

小学生（3～6年）野外活動クラブ（月1回の野外例会）

夏のキャンプ（ピワコ）冬のスキー（白馬）など

幼児・少年絵画クラス（土曜・昼）

一大久保と川東両教室一

子ども文庫（小学生対象）

一毎月1・3・5日曜午後一

大人のための各種講習会も

小学生英語（5・6年週2回・夕）

小学生算数（5・6年週ｌ回・夕）

中学生英語（1～3年－Ｍ2回・夜）

中学生数学（1～3年週ｌ回・夜）

青少年をとりまく社会的・教育的状況はだんだん複雑になっていきます。ＹＭＣＡは世界80数ヵ国につながる最大の青少年団体と

して、知・心・体のバランスのとれた人間形成をめざし、さまざまの活動を行ないます。ぜひ宇治ＹＭＣＡの活動にご参ｕくださ

い。ボランティアとして子どもたちとともに活動する人（特に大学生）をもとめています。志ある方申出てください。
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そ
の
他

同
和
行
政
の
推
進

伝
統
産
業
を
中
心
と
し
た

産
業
振
興
と
中
小
企
業
の
育
成

市民生活を守る5つの

柱活

52年度予算のあらまし
特
別
会
計
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市
長
が
挙
式
の
立
会
人

市
民
会
館
の
市
営
結
婚

宇
治
市
民
会
館
で
「
市
営
結
婚
」
を

行
っ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

こ
の
市
営
結
婚
は
、
宇
治
市
民
の
み

■
1
5
日
東
宇
治
で

配
水
管
工
事

市
で
は
現
在
、
第
四
次
水
道
拡
張

工
事
の
一
環
と
し
て
宇
治
浄
水
場
の

建
設
工
事
を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
｛
石
な
う
配
水
管
の
切
り
替
え

工
事
を
十
五
日
に
行
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
地
域
で
水
圧
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
3
月
1
5
日
午
後
1
0
時
か

ら
1
6
日
午
前
5
時
ま
で

（
雨
天
順
延
）

▽
地
区

木
幡
地
域
ｎ
両
端
・
東
中
・
西
中

・
内
畑
・
北
山
畑
・
中
村
・

西
浦

五
ケ
庄
地
域
―
壇
ノ
東
・
芝
ノ
東

な
さ
ん
に
、
簡
素
で
、
し
か
も
敵
爾
な

御
結
婚
の
儀
式
を
行
っ
て
も
ら
お
う
と

昭
和
三
十
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
宇

挙式に立ち会う鳥田市長

・
大
林
・
梅
林
・
野
添
・
酉

田
・
古
川
・
寺
界
這
・
北
ノ

庄
・
酉
浦

な
お
、
切
り
替
え
後
、
水
が
に
ご

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
水
の
く
み
お
き
を
す
る
な
ど
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

（
水
道
部
）

■
交
通
遺
児
激
励
金

宇
治
市
で
は
、
交
通
事
故
で
親
な

ど
の
保
護
者
を
失
っ
た
交
通
遺
児
を

は
げ
ま
す
た
め
、
昭
和
4
4
年
か
ら
激

励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▽
支
給
対
象
者

0
4
月
に
小
学
校
・
中
学
校
に
入

学
す
る
交
通
遺
児

0
3
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
交

通
遺
児

治
市
長
が
立
ち
会
い
を
し
ま
す
。

新
郎
・
新
婦
い
ず
れ
か
が
宇
治
市
民

で
あ
れ
ば
挙
式
が
で
き
ま
す
。
隋
れ
の

御
盛
儀
を
市
営
結
婚
で
あ
げ
ら
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
希
望
の
方
は
、
挙
式
の
十
五
日
前

ま
で
に
、
手
数
料
二
千
円
を
添
え
て
宇

治
市
民
会
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
は
0
二
八
〇
四
番
で
す
。

▽
挙
式
時
間
・
・
・
一
日
二
回
、
披
露
宴
と

も
で
約
二
時
間
半

①
午
前
十
時
～
午
後
〇
時
半

②
午
後
一
時
半
～
四
時

▽
参
列
者

新
郎
・
新
婦
、
媒
酌
人
あ
わ
せ
て

二
十
人
以
下

▽
式
次
第

・
新
郎
・
新
婦
・
参
列
者
入
場

・
市
長
入
場

・
新
郎
新
婦
盃
事

・
誓
詞
朗
読

・
記
念
品
贈
呈

・
参
列
者
一
同
乾
盃

・
市
長
祝
辞

▽
所
用
経
賢

・
挙
式
手
数
料
・
・
・
二
千
円

▽
な
お
、
披
露
Ｍ
Ｗ
で
き
ま
す
が
、
料

理
は
市
営
結
婚
の
趣
旨
か
ら
市
民
会

館
指
定
料
理
と
し
ま
す
。

・
披
露
宴
室
使
用
料

平
時
⊥
八
百
円

暖
房
時
…
九
百
円

冷
房
時
・
・
・
一
千
円

▽
会
館
の
使
用
は
全
て
セ
ル
フ
サ
ー
ピ

ス
で
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
の
改
正

の
だ
け
で
す
。

業
＝
一
日
二
千
六
百
五
十
六
円

〇
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品

造
業
＝
一
日
二
千
五
百
九
十
二
円

▽
と
こ
ろ
・
・
・
棋
局
小
学
校
校
庭

▽
内
容

〇
写
真
撮
影
大
会
＝
会
場
で
1
1
由

に
（
後
日
写
真
＝
ン
ク
ー
ル
を

行
う
予
定
）
。
ま
た
、
一
流
モ

デ
ル
や
ぬ
い
ぐ
る
み
の
出
演
も

あ
り
、
会
場
に
は
貸
し
カ
メ
ラ

も
あ
り
ま
す
。

○
絶
叫
大
会
＝
い
ざ
と
い
う
と
き

に
大
声
が
出
せ
る
よ
う
に

○
消
防
車
や
救
急
軍
の
展
示

〇
救
助
器
具
の
展
示

○
救
助
訓
練

Ｏ
放
水
訓
練

○
竹
馬
あ
そ
ぴ

多
彩
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
近
所
お
さ
そ
い
合
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
消
防
本
部
）

回
答

〇
繊
維
産
業
（
和
服
製
造
業
を
除
く
）

＝
一
日
二
千
三
百
五
十
円

〇
卸
・
小
売
業
（
風
俗
営
業
・
調
理
師

見
習
い
を
除
く
）
＝
一
日
二
千
六
百

三
十
二
円

○
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
＝
一
日
二

千
六
百
円

〇
出
版
・
印
刷
・
同
関
連
産
業
＝
一
日

二
千
四
百
九
十
円

（
）
食
料
品
製
造
業
旦
日
二
千
四
百
四

十
円

■
映
両
の
つ
ど
い

映
画
を
と
お
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

文
化
に
接
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
・
・
・
3
月
1
2
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館

▽
上
映
作
品

京
菓
子
（
カ
ラ
ー
3
0
分
）

京
の
春
（
カ
ラ
ー
3
0
分
）

京
都
の
近
世
文
化

（
カ
ラ
ー
4
5
分
）

入
場
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
）

■
市
民
軟
式
野
球
教
室

こ
の
ほ
ど
、
軟
式
野
球
の
ル
ー
ル

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新

ル
ー
ル
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
8
月
2
4
日
（
木
）

午
後
6
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館
一
階

た
も
の
で
、
国
道
一
号
線
の
バ
イ
パ

ス
と
し
て
叶
画
さ
れ
た
道
路
で
す
。

以
来
、
こ
の
退
路
建
殴
叶
画
に
つ
い

て
、
反
対
、
賛
成
の
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
出
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

大
き
な
関
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

響
を
あ
た
え
る
の
か
な
ど
、
環
境
影

響
評
価
を
実
斑
す
る
た
め
広
い
分
野

の
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

協
議
会
は
市
か
ら
の
諮
問
に
よ
っ

て
、
今
日
ま
で
五
回
に
わ
た
り
協
議

京
バ
イ
環
境
対
策
協
議
会

す
す
む
環
境
影
響
評
価

そ
こ
で
、
宇
治
市
で
は
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
と
い
う
基
本
的
立
場
か

ら
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議

会
を
昨
年
十
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
同
バ
イ
パ
ス
建
殷
が
沿

這
の
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活

環
境
や
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影

〇
八
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業
Ｈ

一
日
二
千
四
百
八
十
円
。
た
だ
し
、

手
作
業
で
の
紙
は
り
業
務
は
一
日
二

千
二
百
四
十
円
。

こ
れ
ら
以
外
の
業
種
は
、
次
の
京
都

府
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
京
都
府
最
低
賃
金
＝
一
日
二
千
百
五

十
円
。
た
だ
し
、
和
服
製
造
の
技
術

習
得
中
で
経
験
二
年
未
満
の
人
は
一

日
千
八
百
六
十
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
労
働
基
準

▽
講
師
・
・
・
京
都
軟
式
野
球
連
盟

理
事
長
西
村
一
夫他

2
名

受
講
料
は
無
料
で
す
。
ど
し
ど
し

参
加
く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

■
市
営
住
宅
の入

居
予
定
者
募
集

宇
治
市
で
は
、
’
市
営
住
宅
の
空
き

家
入
居
予
定
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
の
2
き
家
入
居
予
定
者
の
募

集
は
、
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
か
ら
昭

和
5
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
市
営

住
宅
に
空
き
家
が
生
じ
た
場
合
、
こ

の
空
き
家
に
入
居
す
る
方
を
予
定
し

て
お
く
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

▽
募
集
戸
数

第
一
種
住
宅
1
0
戸

第
二
種
住
宅
2
0
戸

▽
申
込
資
格

〇
現
在
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

総
合
的
な
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
住
民
の
意
向
必
訊
映

さ
せ
よ
う
と
予
定
ル
ー
ト
周
辺
部
に

あ
た
る
地
颯
団
体
や
産
業
団
体
と
も

懇
談
会
を
か
さ
ね
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
よ
り
深
く
実
情
を
把
握
す

る
た
め
昨
年
十
二
月
に
は
現
地
視
察

を
も
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
団
体
か
ら
は
、
関
連
道
路
網

を
藍
備
し
て
ほ
し
い
、
公
害
を
出
さ

な
い
で
ほ
し
い
、
伝
統
あ
る
宇
治
茶

の
育
成
・
発
展
岑
咀
害
し
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
な
ど
た
く
さ
ん
の
意

見
や
要
里
が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
声

を
環
境
影
響
評
価
に
十
分
反
映
さ
せ

る
方
向
で
そ
の
内
容
そ
検
討
し
て
い

ま
す
。

現
在
い
事
業
者
の
計
画
を
き
き
取

り
な
が
ら
、
環
境
影
響
評
価
の
調
査

項
目
や
調
査
万
法
な
ど
を
決
め
る
作

業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

（
環
境
保
全
課
）

ま
た
、
京
都
府
下
で
も
、
公
衆
電
話

ポ
ブ
ク
ス
に
コ
ー
ラ
ぴ
ん
（
毒
物
反
応

な
し
）
が
放
置
さ
れ
る
と
い
う
い
た
ず

ら
が
お
き
て
い
ま
す
。

今
後
同
じ
よ
う
な
事
件
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｏ
そ
お
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
自
動
販
売

機
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
飲
食
物
は
絶

対
に
ロ
に
し
な
い
よ
う
に
。

〇
不
審
な
飲
食
物
を
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
警
察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

○
市
内
に
保
証
人
が
二
人
あ
る
こ
と

▽
申
し
込
み

期
間
・
・
・
4
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

午
前
9
時
～
午
後
4
時
半

場
所
・
・
・
市
役
所
建
築
課

申
し
込
み
用
紙
は
、
3
月
2
5
日
か

ら
3
1
日
ま
で
に
市
役
所
建
築
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。
（
建
築
課
）

ま
た
、
1
3
日
（
日
）
は
、
任
天
堂

宇
治
工
場
と
広
野
公
民
館
で
出
張
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
時
間
は
午
前
ｏ
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
人
は
、
事
業
税
や
市
・
府
氏
税
の

申
告
は
い
り
ま
せ
ん
。（

市
民
税
課
）
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今
年
に
な
っ
て
、
里
尽
で
青
酸
ｎ
－

ラ
殺
人
事
件
が
、
二
月
に
は
大
阪
で
類

似
事
故
が
発
生
し
、
さ
ら
に
、
青
酸
入

り
チ
’
＝
レ
ー
ト
が
発
見
さ
れ
る
な
ど

Ｋ
Ｋ
カ
レ
ー
ト
す
る
ば
か
り
で
す
。

〇
公
営
住
宅
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準

の
収
入
が
あ
る
こ
と

・
第
一
種
住
宅
…
月
額
4
万
7
千
円

以
上
、
8
万
1
千
円
以
下

・
第
二
種
住
宅
・
・
一
月
額
4
万
7
千
円

以
下

（
た
だ
し
、
家
族
数
や
世
帯
構
成

に
よ
っ
て
若
干
変
わ
り
ま
す
）

〇
現
在
、
市
内
に
住
み
、
住
宅
に
困

市
・
府
民
税
の
申
告

《
3
月
1
5
日
ま
で
で
す
》

昭
和
5
2
年
度
の
市
・
府
罠
税
の
申

告
期
限
（
3
月
1
5
日
）
が
数
日
後
に

迫
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
も
う

お
す
み
で
し
ょ
う
か
。

残
す
期
間
中
の
1
2
日
（
土
）
と
1
3

日
（
日
）
は
、
平
日
ど
お
り
午
前
9

時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
市
役
所
市
民

税
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
の
方
は
必
ず
申
告
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

京
都
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
の
答
申

に
も
と
づ
き
、
今
回
京
都
廬
ト
の
最
低

賃
金
が
一
日
当
り
二
百
円
程
度
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

改
正
後
の
最
低
賃
金
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。
た
だ
し
、
京
都
市
・
亀
岡
市

5
ｃ
＝
3
＜
ｓ
ｃ
＝
ａ
5
＜
＝
＝
ｓ
5
ｃ
＝
ａ
＜
ｆ
ｃ
ｓ
ａ
ｉ
ｆ
ｃ
ｉ
ｓ
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ａ
＝
ａ
ｉ
ｓ
＝
＝
ｓ
ｓ
＜
＝
ｉ
Ｓ
ｓ
＊
＝
＝
ａ
ｆ
ｃ
ｉ
ａ
5
＜
＝
ｉ
ａ
ｓ
＜
＝
＾
ｆ
ｃ
＾
ａ
ｉ
＊
＝
＝
ａ
≫
＝
ｉ
ｓ
ｓ
＝
＾

▽
激
励
金
額

○
小
学
校
入
学
者
5
千
円

。
0
中
学
校
入
学
者
1
万
円

〇
中
学
校
卒
業
者
1
万
6
千
円

申
爾
の
窓
口
は
、
市
役
所
交
通
労

政
課
で
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。（

交
通
労
政
課
）

■
春
だ
あ
つ
ま
れ

消
防
チ
ビ
ッ
コ
広
場

宇
治
市
消
防
本
部
と
宇
治
市
泊
防

団
で
は
、
火
災
予
防
の
知
識
な
ど
を

楽
し
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
フ
ジ
フ

ィ
ル
ム
、
フ
ジ
カ
ラ
ー
・
チ
ェ
ー
ン

ラ
ボ
、
京
都
府
写
真
材
料
商
業
組
合

宇
治
市
支
部
、
危
険
物
安
全
協
会
宇

治
市
支
那
、
宇
治
市
消
防
協
力
会
の

協
賛
を
得
て
、
消
防
チ
ピ
ぶ
広
場

を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
3
月
2
0
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
Ｏ
時
3
0
分

（
雨
天
の
時
は
2
1
日
）

告
知
板

火
事
・
救
急
は
一
一
九
番

質
問
と

放
置
さ
れ
た
飲

食
物
に
注
意
を

京
都

府
下
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